
 

① 人体への安全性 

この度、厚生労働省から 2025 年 10 月 1 日よりオゾンの人体への安全基準が示さ

れ、0.1ppm のオゾン濃度を平均で 15 分を超えないこととなりました。 

テイストモディファイアは通常密閉された無人環境でオゾンを使用し、扉を開け、 

商品を取り出す際、いく分かオゾンが出てきますが、KF-2000 型の場合で、濃度は 

扉の出口から 20ｃｍ付近で 0.14ppm 程度、すぐに扉を締めて次の作業に入るた

め、人体への悪影響はないオゾン濃度とその使用方法になっています 

又、弊社生産ライン上の検査では、1 台ずつオゾンの濃度を調整し、安全を確認

してから出荷しています。 

 

② オゾン有害性の対処 

弊社のオゾンは 2022 年 2 月以降の製品からは水銀を使わない新しいＵＶオゾン

方式になっており、ＮＯx を出さず又、水銀を使わないため環境面及び安全性に

優れています。いち早い対策を行っています。 

 

テイストモディファイアのオゾンは環境にも優しく、水銀レスと 

ＮＯｘをつくらない新しい製法のオゾンＵＶランプです。 

又、人体の安全を考え、無人環境での使い方と、 

厚生労働省より出された新しい基準 0.1ppm のオゾンを 

平均 15 分以内とした使用方法になっています。 

 

 

 

大気中の酸素Ｏ2 

オゾンＯ3 

水銀レスの新型オゾンＵＶランプ 

オゾンは 3 色で発光 
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